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工事用車両の衝突防止支援システムの開発
工事用車両と一般車両の車間距離判定を用いたシステムの紹介

加　瀬　太　郎・千　田　翔　互・宮　崎　吉　弘

建設現場における工事用ं྆の交通安全対策の一؀として，一般ं྆とのंؒڑ཭判定ଞの機能を༗す
るিಥ防ิࢭॿシステムと，運行管理システムを༥߹させたিಥ防ࢭ支ԉシステムを開発し，実現場にద
用した。本ߘでは，システムの֓要とద用事例，ظ଴される効果等について঺հする。
キーワードɿিಥ防ڑؒं，ࢭ཭，運行管理，動ଶ管理，音੠ガイダンス，情報化施工

1．はじめに

現ࡏ，国内における建設現場では，国土交通省主ಋ
の下，すでに情報化施工がਁಁしており多くの現場で
用されている。情報化施工では，ブルドーザや油圧׆
ショベル，転圧ローラといった建設機械に特化されが
ͪで͋るが，法ྩ९क，安全・安৺に஫໨度がߴまる
ダンプトラック，アジテータトラック（ϛΩαー，ࠓࡢ
ं），大型トレーラといった現場内で稼動する൚用大
型ं྆（工事用ं྆）についても，管理のॏ要ੑがೝ
ࣝされるようになっている。
運行管理がॏ要視される要Ҽとしては，
ᶃ効཰的なं྆運行ɿదਖ਼ं྆਺の೺Ѳ
ᶄڥ‌‌؀΁の഑ ɿྀ騒音，振動の௿減，省エネ（௿୸ૉ）
ᶅ安全対策ɿ第ऀࡾඃ֐の防ࢭ
などが主たる໨的で͋るが，工事を効཰的にਐめる上
です΂ての項໨がॏ要となる。多਺の工事用ं྆が一
般道を૸行する場߹や，ॅ୐地等を૸行せ͟るをಘな
い工事では，工事の特記仕様書等でं྆運行管理のద
用を໌記するケースが増͑ている。
৐用ंについては，ं྆ϝーΧー各ࣾがࣗ動，ࠓࡢ

ブレーΩシステム等，安全に特化した様ʑなシステム
を装ணしたं྆を੡଄し，全体的にී及しつつ͋るが，
工事用ं྆については，現ঢ়そういった機能を༗した
ं྆は੡଄されていない。こうしたഎܠより，ࠓճ新
たに，h工事用ं྆িಥ防ࢭ支ԉシステム をɦ開発した。

2．システム概要・構成

工事用ं྆িಥ防ࢭ支ԉシステムは，運行管理シス
テムとিಥ防ิࢭॿシステムからߏ成される。各シス

テムの֓要をҎ下に示す。

（1）運行管理システム概要
工事用ं྆ઐ用の運行管理システムは，(P4 機能
෇きスマートフΥンを利用したリアルタイムҐஔ管理
／安全運行支ԉシステムで͋る。ダンプトラック等業
務用ं྆のダッシュϘードにスマートフΥンを設ஔ
（写真─ 1）し，主に (P4 からҐஔ，଎度といったं
྆情報をऔಘし，運転手΁音੠にて஫意ܯ・ىש報を
出ྗする。事務ॴଆではं྆Ґஔ情報を地図上に表示
しリアルタイムに運行ঢ়گを೺Ѳできる（図─ 1）。
現場や現場पลルートでの安全管理・法ྩ९कのエϏ
デンスとして，稼動ं྆の効཰的運用，日報・報ࠂの
ࣗ動化など，業務に特化した機能で建設現場のं྆運
行を支ԉする。またαーόアプリケーションで͋る
ҝ，Ϣーザーは地図ιフト等のઐ用ιフトがෆ要で，
インターネット΁の઀ଓڥ؀が͋れ͹，どこからでも
運行ঢ়گの֬ೝが可能で͋る。主要機能について表─
1に示す。

特集＞＞＞　安全対策・労働災害防止
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用分໺としては，土木工事，とりわけトンネル工׆
事，໌かり工事等の࢒土運ൖ࣌の安全管理に࠾用され
る事例が多਺を઎めるが，最新の事例では，安全運行
のみならͣ，アジテータトラック΁運行管理システム
をద用した生コン打設࣌の඼࣭管理や，௕ईトレーラ
の௕ڑ཭運ൖ࣌のܦ路༠ಋなど，その࠾用分໺に޿が
りをݟせている。

（2）衝突防止補助システム
本システムは，.oCJMeZe ࣾ（本ࣾɿイスラエル）
がಠࣗに開発した，ं྆にޙ෇が可能なઐ用ं載装ஔ
（図─ 2）でߴ， 度なը૾ॲ理を行い，ं ྆やา行ऀ，
૸行ंઢ等を検஌することが可能で͋る。
ं྆からऔಘする情報は，଎度，ブレーΩ，ࠨӈ方
ϫイύー，ハイϏームの，ث指示޲ 5種ྨで，これら
のデータは，最近のं種にద用されている CA/
（ControMMer‌Area‌/etworL）とݺ͹れるࣗ動ं用の通
৴ن格で，全てऔಘできることも͋るが，全てアφロ
ά৴号，またはアφロάと CA/との併用でऔಘする
場߹も͋る。Χϝラ視໺֯は，設ஔՕॴよりࠨӈ෯໿
38 度，上下෯໿ 30 度で，最大検஌ڑ཭は໿ 80m で

͋る。ը૾解ੳのイϝージを図─ 3に示す。検஌さ
れた対৅෺までのڑ཭をߴ度・ߴ଎ԋ算ॲ理により計
ଌし，事ނ༧防のҝのܯ報を発する。ࣗ動ブレーΩ機
能はなく，ܯ報を運転手΁通஌し，͋くまで安全運行
の支ԉを໨的としている。5種ྨのܯ報機能を༗して
おり，それͧれの機能を表─ 2に示す。

（3）システム全体
システム全体のߏ成で͋るが，工事ं྆に運行管理
用スマートフΥンとিಥ防ิࢭॿシステムを౥載す
る。িಥ防ิࢭॿシステムは，ܯ報に関するデータの
ロά記࿥，転送等の機能は༗していないため，各ʑの
機材は，BMVetooth により通৴を行い，িಥ防ิࢭॿ
システムからऔಘされたܯ報情報を，スマートフΥン
の 3(通৴を利用して，ઐ用αーό΁送৴する。機ث
ؒ通৴をແઢ化しているため，ケーブルレスな運用が

ਤᴷ ຿ॴଆ؅ཧ༻ΞϓϦέʔγϣϯࣄ　�

දᴷ �　ӡ؅ߦཧγεςϜͷओཁ機ೳ

機　能 内　容
動ଶ管理機能 ं྆のҐஔを (P4 でऔಘし，αーό

΁ࣗ動送৴（毎分）する。
音੠ガイダンス機能 事લにొ࿥した地点を通աする際に，

音੠にて஫意ىשを行う。また଎度௒
ա等，ҧ൓࣌にもܯ報を発੠する。

監視機能 ଎度௒ա，急Ճ଎・減଎，アイドリン
ά，指定ルートҳ୤などの監視を行い，
各種ܯ報の出ྗを行う。

履歴֬ೝ機能 ं྆毎の日࣌運行データを࠶現する。
ாථ出ྗ 日࣌，月࣍の໿ 10 種ྨのாථ出ྗが

可能。
֎෦機ث連動 トラックスケール，-&D 掲示板ଞ，

様ʑな機ثと連動することが可能。

දᴷ �　িಥ๷ࢧࢭԉ૷ஔͷओཁ機ೳ

機　能 内　容
લ方ं྆িಥܯ報 લ方ं྆とのিಥをࠂܯする。
า行ऀ検஌ า行ऀを検஌し，઀৮の可能ੑをࠂܯ

する。
ंઢҳ୤ܯ報 方޲指示ثを出さͣにंઢを͙ލとܯ

。ࢭする。;らつき運転防ࠂ
લ方ंؒڑ཭ܯ報 લ方ं྆とのंؒڑ཭が設定஋より近

ͮくとࠂܯする。
௿଎࣌લ方ं྆ܯ報 ৴号଴ͪやौ଺࣌などの௿଎ঢ়ଶでલ

方ं྆に઀近するとࠂܯする。

ਤᴷ �　িಥ๷ࢧࢭԉ૷ஔ֎؍

ਤᴷ �　ղੳը૾αϯϓϧ
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可能で͋る。またܯ報情報送৴の際は，スマートフΥ
ンでऔಘしている (P4 Ґஔ情報を෇Ճして送৴す
る。このҝ，িಥ防ࢭ装ஔଆに持たない，Ґஔ情報औ
ಘ，ࠁ࣌情報औಘ，ロάの記࿥といった機能をิ׬す
ることが可能で͋る。8&Bアプリケーションଆでは，
୺຤より送৴されたܯ報記࿥をリアルタイムに表示，
ಉ࣌に地図上にඳըされる。また，データ࠶現機能に
より，指定したؒ࣌ଳのܯ報発生ঢ়گや，それらをா
ථで出ྗすることなどが可能で͋る。図─ 4に本シ
ステムの֓要図を示す。

（4）事前検証
一般道（国道 1号ઢ及び 16 号ઢ，そのଞ֗ࢢ地），
においてテスト（଎ߴ଎及び新౦名ߴ౦名）଎道路ߴ
૸行し，事લ検ূを実施した。この検ূで，িಥ防ࢭ
支ԉシステムよりಘられたܯ報データの内，主だった
3つのܯ報について表─ 3に示す。また，各ʑのܯ報
内容についてҎ下に分ੳする。
（a）ंؒڑ཭ܯ報
各種ܯ報の内，ंؒڑ཭ܯ報が最も多く発生した。
特にߴ଎道では，ंؒڑ཭をอ持し，安全に運転して
いても，ଞंがंઢ変更でྲྀ入することにより，ܯ報
が発生している。また，ࣗं྆のंઢ変更࣌もಉ͡く
報ܯで，ドライόーの意図しない޲܏報が出やすいܯ
で͋ることが判໌した。一般道のंؒڑ཭ܯ報につい
ては，ं྆のԟདྷの多い国道΄ど多く，৴号が変わり
ఀंするまでに出ྗされている。ఀं࣌にదਖ਼な減଎

がされていないという判அと૝定される。
（C）ंઢҳ୤ܯ報
の操作஗れが主ث指示޲଎道，一般道ともに，方ߴ
だった要Ҽで，ճ਺としてはগなかった。
（c）า行ऀ検஌
า行ऀ検஌は，そのܯ報のੑ࣭上，ܾ定的にݥةで
͋るঢ়گҎ֎でも，Χϝラフレームのதにਓと判அさ
れるө૾が検஌された場߹，ܯ報される。そのҝ，一
般道特に֗ࢢ地などを૸行すると多く検出される。า
行ऀの多いエリアの特定には大変効果的で͋る。ߴ଎
道での検஌は，αーϏスエリアにて検஌したもので
͋った。

3．適用事例

本システムを，国道 115 号ۄ໺トンネル工事（国土
交通省‌౦๺地方整備ہ）において，ダンプトラック
3୆に౥載し現場ద用した。本現場の運ൖܦ路は૬അ
をԣஅする国道ࢢ 115 号ઢを主要ܦ路とした໿ 30 Lm
で，ؒࢁ෦では急Χーブや急ޯ഑が連ଓした۠ؒがݟ
डけられるのが特௃で͋る。また，土ࣺて場がԊ؛෦
のため૬അࢢの֗ࢢ地෇近もܦ路となる。
これまでのద用実੷では，িಥ防ࢭ支ԉ装ஔから出
ྗされる 5種ྨのܯ報のうͪ，h લ方ंؒڑ཭ܯ報 ，ɦ
ʰंઢҳ୤ܯ報 ，ɦh า行ऀ検஌ʱの 3つが検஌される
ස度がߴく，日ʑの運行において，これらのܯ報ロά
がஞ࣍஝積されている。表─ 4に実際のデータのൈ
ਮを示す。
表─ 4のデータより，ं྆，運転手，ܯ報種ผ，
ॅॴ（Ң度・ܦ度）の֬ೝが可能で͋る。また，これ
らデータを地図上に表示し，視֮的にわかりқいよう
ιフトウΣアにて表現している。ιフトウΣアは，リ

දᴷ σʔλݧࢼ　�

道路種ผ લ方ंؒڑ཭ ंઢҳ୤ܯ報 า行ऀ検஌ ߹　計
一般道 21 ճ 6 ճ 15 ճ 42 ճ
଎道ߴ 27 ճ 3 ճ 1 ճ 31 ճ

ਤᴷ �　γεςϜ֓ཁਤ
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アルタイムでのܯ報履歴（図─ 5）と，一日の運行ঢ়
─現する履歴֬ೝ（図࠶をگ 6）が表示できる。

4．期待される効果

現行の運行管理システムでも，଎度௒ա，急Ճ଎・
減଎，アイドリンά等といったݥةもしくはपลڥ؀
にѱӨڹとなる要ૉはऩ集することが出དྷた。しか
し，これらの要ૉは͋くまでࣗं྆からಘられるݶ定
的なデータで，一般ं྆，า行ऀ，όイク，ࣗ転ंと
いった第ऀࡾ情報のऔಘにはࢸっていない。本システ
ムでは，ࠓまでऔಘがࠔ೉で͋った情報をऔಘし，か
つリアルタイムで転送することで，運ൖܦ路上にଘࡏ
する，これまで表面化しなかったજࡏ的ݥة要ૉを可
視化することが可能となった。当વ，日ʑのデータか
ら運転手΁の௚઀的指ಋを行うといったैདྷ的手法も
利用用్の一つだが，データをத௕ظ的にऩ集するこ
とにより，より໌֬な,:（ݥة༧஌）マップの作成
や，運行ܦ路のݟ௚しといった安全֬อ΁のऔり૊み
が可能となる。

5．おわりに

Ҏ上の݁果より，工事用ं྆運行ܦ路上にજࡏ的に
ଘࡏする，ݥة要ૉを೺Ѳするためのシステムとして
ʰিಥ防ࢭ支ԉシステムʱの༗効ੑは֬ೝされた。ࠓ
用するҝ，ं྆毎׆は，ऩ集したデータをより༗効ޙ
の分ੳにとどまらͣ，現場毎での分ੳや，日ؾ࣌৅৚
݅等のॾ৚݅とෳ߹的なߴ度分ੳについても検౼する
༧定で͋る。(*4（地図情報システム）等の利用を૝
定すると，更にシステムの༗用ੑはߴまると考͑る。
また，この様なシステムがࢢ場にਁಁし，より多く
のं྆からデータをऔಘできれ͹，一つのϏッάデー
タが作成でき，交通֐ࡂの減গに大きくݙߩできると
考͑る。一ا業，一ஂ体ではݶքが͋るので，行੓を
ؚめた大きなऔり૊みが଴たれる。
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දᴷ ใϩά　σʔλྫܯ　�

コード 移動体 *D スタッフ イベント Ң度 度ܦ ଎度 ॅॴ（ランドマーク）
5154 き 51� ̋ 5154 1002 ロάイン
5154 き 51� ̋ 5154 1002 ཭ڑؒं 37.7905 140.9442 35.4 ෱ౡݝ૬അࢢ大ۂ大ໟ内
5154 き 51� ̋ 5154 1002 ं྆িಥ 37.76807 140.982 40.2 ෱ౡݝ૬അࢢү෦ࢁ৴ా
5154 き 51� ̋ 5154 1002 ड入地　ண 37.77814 140.9835 28.9 ෱ౡݝ૬അࢢү෦大ऱ 29
5154 き 51� ̋ 5154 1002 ड入地　発 37.77785 140.983 19.6 ෱ౡݝ૬അࢢү෦大ऱ 29

ਤᴷ �　ϦΞϧλΠϜܯใӾཡ΢Οϯυ΢

ਤᴷ �　ཤྺݱ࠶΢Οϯυ΢
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平௩੡作ॴ

ઍా　ᠳޓ（せΜだ　しΐうご）
੢দ建設᷂
໺トンネル出ுॴۄ
工事主೚

ʦචऀ঺հʧ
Ճ੉　ଠ࿠（かせ　たΖう）
᷂アΧαΧテック
औక役Ӧ業本෦௕




